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京都市の不登校児童生徒への支援施策
フリースクール等

民間団体

こども相談センターパトナ
（京都市教育相談総合センター）

連
携

洛風中学校・洛友中学校
【不登校特例校】 【不登校特例校+夜間中学】

（いずれも生徒指導課の所管）

・専門的な指導助言
・SC，SSWの派遣
・学生ボランティアの派遣 など

・連携事業の実施
・学校との連携促進 など

支援

・登校支援委員会の設置
・家庭訪問
・GIGA端末を活用した支援 など

・対面，電話，SNS等による相談事業
・ICTを活用した学習支援事業
・フリースクールと連携した家庭訪問事業 など

家庭・子ども

生徒指導と教育相談（カウンセリング）に
かかる部門及び教育支援センター（適応
指導教室）を一体化した施設。

学 校

京都奏和高校
【不登校経験や様々な困りのある生徒を支える

新たな定時制・単位制高校】
（令和3年4月開校）
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こども相談センターパトナについて
正式名称は，京都市教育相談総合センター。「生徒

指導」と「教育相談（カウンセリング）」にかかる部門，
及び教育支援センター（適応指導教室）「ふれあいの
杜」を一体化した施設として，平成15年4月に開所。
旧 初音中学校跡地を活用。京都市営地下鉄「烏丸御
池駅」から約200m。
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不登校児童在籍率の推移【小学校】
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不登校生徒在籍率の推移【中学校】

5



なぜ近年不登校が増加しているのか？

不登校の増加には様々な要因が複合的に関連しており，特定することは困難である
が，次のようなことが関与しているものと考えられる。

①教育機会確保法の施行などにより，多様な教育の機会が広がった。
②ネットゲームやSNS等の普及により，家にいても退屈しない家庭環境が一般化
した。

コロナ禍による子どもの生活のリズムの乱れ，家庭での不和などを背景に含む不登
校も起こっているが，不登校の増加はコロナ禍以前から現れており，それが主な要因
とは考えにくい。

なお，京都市では，コロナ禍による学校臨時休業明け直後の令和2年6月に子どもの
ストレス等を把握するためのアンケート調査「こころとからだのアンケート」を全市立
学校で実施。一部で注意や対応を要する児童生徒がいたものの，おおむね前向きに学
校生活を送っていることが示唆された。

社会全体の意識の変化・
多様化，家庭内へのデジ
タル機器の普及などの
影響を無視できない！
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スクールカウンセラーの配置状況の推移

スクールカウンセラー配置
開始。当初は中学校1校へ
の配置。以降，配置拡充。

全市立中学校への配置完了。

全市立高校への配置完了。

全市立総合支援学校への
配置完了。

全市立小学校への配置完了。

一部小規模校を除き，年間
280時間以上の配置。

平成
7年度 16年度 17年度 24年度 27年度

令和
2年度

SC配置・相談状況
○配置校数（Ｒ３）：244校（全市立学校）

小学校：１５３校 中学校：64校

義務教育学校：8校 高等学校：11校

総合（特別）支援学校：8校

○配置人数（Ｒ３）：174人

（うち，スーパーバイザー5名）

○相談件数（Ｒ２）

・児童生徒・保護者：5,291件

うち主訴が不登校：1,596件（約30.2%)

・教職員：6,479件

うち主訴が不登校：1,747件（約27.0％）
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スクールソーシャルワーカーの配置状況の推移

スクールソーシャルワーカー
配置開始。当初は小学校

3校（３中学校区）への配置。
以降，配置拡充。

派遣型SSWの配置開始。

定時制高校への配置開始。

全市立中学校区への配置
完了。

平成
20年度 24年度 28年度

令和
元年度

教員研修「学校でのソーシャ
ルワーク実践研修」開始。

21年度

SSW配置・活動状況

○配置校数（R3）：77校
（全中学校区＋全定時制高校）

小学校：57校 中学校：9校

義務教育学校：8校 定時制高等学校：3校

○配置人数（R3）：54人
（うち，スーパーバイザー4人，派遣型1人）

○支援対象児童生徒数（R2）：１，５０８人
うち，継続支援：１，０７２人
うち，課題が不登校：４０４人

（約37.7％）
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京都市の不登校の未然防止に関する基本的考え方

SC，SSWの関与

・授業観察
・教職員とのコンサルテーション
・心理教育の実施
・アセスメントシートの活用
・クラスマネジメントシートの活用

など

「心の居場所づくりハンドブック」（京都市
教育委員会）から抜粋
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京都市の不登校児童生徒支援の基本的考え方

「心の居場所づくりハンドブック」（京都市
教育委員会）から抜粋

SC，SSWの関与

・ケース会議への参画
・教職員とのコンサルテーション
・カウンセリングの実施
・アセスメントシートの活用
・クラスマネジメントシートの活用

など
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心の居場所づくりハンドブック
不登校の未然防止や不登校児童生徒への支援について

解説した教職員用指導資料。教育学，心理学，精神医学，
ソーシャルワーク等の知見をベースに具体的な方策につい
て記載。また，令和3年度には，GIGA端末等を活用した不
登校児童生徒支援のあり方について記載した同ハンド
ブックの別冊を作成・配付した。

１ 作成年度 平成29年度（令和2年度に改訂）
２ 配付対象 京都市立学校の全教職員（SC，SSW含む）
３ 主な内容
①児童生徒の心の居場所づくりの基本的な考え方
②不登校の未然防止
③不登校児童生徒への支援
④京都市の支援施策
⑤教育機会確保法や各種通知，要綱等の資料
⑥京都市内の相談機関の一覧

不登校や別室登校の子
どもへの授業配信，オン
ラインでの行事参加など
の取組が徐々に広がる。
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クラスマネジメントシート
アンケート調査を通じ，学級担任等がクラスや児

童生徒の状況を的確に把握し，学級経営などに生
かすための京都市独自のツール。

１ 活用開始年度 平成25年度～
２ 対象 小学校4年生～６年生，中学生
３ 内容
①学級認知尺度【学級の雰囲気，風土】

児童生徒が自分の学級をどのように感じてい
るかを把握するための尺度。

②生活適応感尺度【児童生徒個々人の適応度】
児童生徒が自分の毎日の生活をどのように感

じているかを把握するための尺度。
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成果と課題
スクールカウンセラー スクールソーシャルワーカー

成 果

○コンサルテーションの日常化
⇒効果的な課題解決，教職員の
資質向上

○保護者や児童生徒が気軽に専
門職に相談できる風土の醸成

⇒課題解決や安心感へのつながり

○緊急時の迅速な心理支援
⇒安心安全な学校体制の回復

○コンサルテーションの日常化
⇒効果的な課題解決，教職員の
資質向上

○ケース会議の普及
○アセスメントに基づく支援の広
がり（アセスメントシートの活用）

⇒チーム学校としての効果的な
支援の推進

○関係機関との連携強化
⇒より効果的な支援の実現

課 題
○幅広い視野を持ち，多様な支援
の方法を身に着けた人材の確
保・育成

○十分な勤務時間数の確保

○単なる福祉の知識だけではな
く，子どもや家庭，学校に対する
ソーシャルワークに精通した人
材の確保・育成

○十分な勤務時間数の確保
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ご清聴，ありがとうございました。
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